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研究成果の概要（和文）：　「近代」というプロジェクトが地球的危機をもたらしているのが明白になった今、
自然と人間、自然と社会を二分する近代的思考の枠組自体を問い直す必要がある。本研究では、社会的に困難を
抱える人たちが集う共同体の現地調査を通じて、そこでの「ケアの論理」の実態について具体的に明らかにする
とともに、〈自然=社会〉における主体性と自律性について国際シンポジウムや論文として発表し、一定の承認
を得ることができた。

研究成果の概要（英文）：Now that it has become clear that the project of "modern" has brought about 
a planetary crisis, it is necessary to reexamine the framework of modern thinking itself, which 
divides nature and human, or nature and society. In this study, through field surveys of a community
 where people with social difficulties live together, I showed the reality of the "logic of care" in
 concrete terms. I have presented my findings on subjectivity and autonomy in "nature=society" at an
 international symposium and as papers, which have received a certain recognition.

研究分野： 文化人類学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　精神的な病理や生きづらさと、労働や組織の問題、自然環境の問題は別々の問題ではなく一連なりの問題であ
り、本研究ではチーズ生産を軸とする共同体の事例からこれらを同時に捉える視座を提示し、論文や書籍、シン
ポジウム報告のようなかたちで発表した。これは、人間を起点に置き、そこから物事を解釈したり、プロジェク
トを行なうという「近代」の前提を学術的に問い直すとともに、その前提で作られている社会での標準的な生き
方とは異なる生き方の可能性を提示することで、「自己決定」や「自己選択」とは別の論理にもとづく社会の可
能性についての議論を開いた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 
 文化人類学は近年、人間が世界をどのように意味づけているかを研究する人間中心主義的な
視座から、人間以外の生物を含む自然と人間が相互に絡み合うなかで〈自然＝社会〉複合体とし
ての世界を生み出し、そのなかで生きている様態を捉えようという方向へと大きく転換を遂げ
つつある。この転換は、人間主体の諸機能とその対象領域を軸に制度化されてきた人文・社会科
学を、「生きている存在」の学として構想しなおす広範な諸学の生態学的転回のなかの一つの重
要な核となっている。 
 一方、人類学の下位領域としての医療人類学の最近の研究では、ケアの実践をケアする者／さ
れる者という二者関係を包含する、より広い関係性の場のあり方が注目されている。ケアの場は、
病院などの臨床現場に限られるのではなく、生活の場としての地域の広がりのなかにあり、そこ
には、家族や地域住民など他の人たちとの関係性や制度、テクノロジーの他、人間以外の生きも
のや死者、想像の存在などとの関係も含まれる。 
 こうした学術的な潮流は、人間を中心にすえる「近代」というプロジェクトがもたらしてきた
帰結が、「人新世」という新たな地質年代の呼称とともに地球的危機として認識されつつあるこ
とと軌を一にしている。気候変動をはじめとするいわゆる環境問題は、自然環境の問題にとどま
るものではないため、自然と人間、自然と社会を二分する近代的な思考の枠組みを残したままの
技術的アプローチだけで解決されうるような問題ではありえない。それは、自然と人間、自然と
社会を分けて考える認識論的・存在論的前提自体の問題であり、病理でもある。そこでこうした
近代的な思考の枠組み自体を問い直す火急の、また根源的な学的要請が生じていると言えよう。
そこで、具体的な現場でのフィールドワークから、こうした問題にアプローチすることが人類学
研究においても必要であると考えられたのである。 
 
 
２．研究の目的 
 
 人間（精神）を自然から区別し、一方を主体化するとともに他方を客体化し、それを純化して
いくという近代のプロジェクトを問い直すためには、通常のエコロジー的アプローチではなく、
環境・社会・精神にわたるエコロジー的（エコゾフィー的）アプローチが必要となる。それを具
体的に探究するために、本研究では以下のような目的を立てた。 
（１） 現在の社会で生きる上で様々な困難を抱える人たちが共同生活を行なっている共同体

が、どのような論理にもとづいて営まれているのかを明らかにすること。 
（２） 都市での賃金労働とは異なる仕事が、何に依存しており、どのようなかたちでの相対的

な自律性を有しているのかを明らかにすること。 
（３） 現場での上記に関する調査にもとづき、自然と人間、自然と社会を分離しない絡み合い

のなかでの自律性と主体性のあり方について人類学的観点から考察すること。 
 
 
３．研究の方法 
 
（１） 現在の社会で生きる上で様々な困難を抱える人たちが、有機農産物とナチュラル・チー

ズを生産し販売しながら共同生活を行なっている北海道の共同体でのフィールドワー
ク。 

（２） 医療や看護の領域での研究から出てきた「ケア」の概念を拡張し、ケアを自然環境にと
どまらない環境としての「環世界」のなかで捉えるための文献研究。 

 
 
４．研究成果 
 
 新型コロナウイルス感染症のパンデミックにより、なかなか現地調査を行なうことがかなわ
ず、二度の研究期間延長を余儀なくされたが、最終年度に実施することができた。そこから見え
てきたのは、土壌、草、牛、乳の循環に依存しながら品質の高いナチュラル・チーズを生み出す
ことが、人間によって人間だけで主として構成された賃金労働とは異なるリズムを持ちながら、
市場を通してニッチを作り出し、相対的な自律性を実現している生のあり様である。こうした
「仕事」は、生きた自然の要請にもとづいて行なわれるため、人間の精神へのダメージが少ない
と考えられる。 
 また、高品質のチーズを作るために土壌、牧草、牛に対してなされるケアは、同時に人間が生
きる環境に対するケアでもあり、とりわけ発酵過程の制御から見えてくるのは、害をなしうる微
生物を排除するのではなく、いかに害をなさない状態にとどめておくような環境をつくるかと



いうことである。医療や福祉に関わる研究では、ケアは二者間の関係性のなかで捉えられること
が多いが、ケアの論理が働きやすいのは複数性と多様性の場であり、そこでケアをすべきなのは、
対象となる相手そのものというよりも自己と相手の双方を含んだ環境ということになる。そこ
から、無殺菌あるいは低温殺菌の乳から高品質のチーズをつくることと、社会的に疎外された人
たちを排除しないで共に生きることは、ズレを孕みながらもパラレルな過程であることが見え
てきた。そこで働いている「ケアの論理」について、複数の論文や共著書において発表すること
ができた。 
 また、主要な研究テーマであった「主体性」をめぐっては、現代の産業社会での賃金労働から
外れたところでなされる「仕事」が何に依存し、それがどのような自律性をもたらしているかを
検討した。この点については、2023 年 3月の国際シンポジウムで研究報告を行なった。さらに、
生物学者ヤーコプ・フォン・ユクスキュルが構想していた人間と人間以外の生物の両者を包み込
む「自然の主体性」についての論文を執筆し、こうした「自然の主体性」概念を、近代の人間中
心の強い「主体性」の概念と交錯させることで、〈自然=社会〉における主体性についてさらに探
究をすすめていく端緒となる成果を挙げることができた。 
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